
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

東洋医学科東洋医学専門医養成研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
本コースの特徴は、東洋医学(漢方・鍼灸)を一つの理論体系を持った学問として位置づけている所にあ

る。東洋医学は、西洋医学とは異なる人体観を有しているため、病態原理、診断、治療に違いがある。

そのため、研修にあたっては今までに学習した医学知識を生かしながらも、新しい知識を学び取り入れ

て診療にあたる必要がある。本コースでは、これらを充分に配慮したプログラムを組んでいる。後期研

修前半 2 年間で、東洋医学の基礎理論の学習を充分に習得する。東洋医学は臨床医学であるため、2 年

目より積極的に外来診療を受け持たせる。3 年目以降は、東洋医学診療への応用を習得し東洋医学的研

究をおこなう。またこの時期より、研修医や前期臨床研修医の指導に当たる。 
東洋医学習得のためには、現代の医学の取得が前提となる。そのため他科での研修プログラムなどによ

り他領域の専門医を取得することを前提とする。 
 
研修カリキュラム 
１年目 
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院・東洋医学科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
東洋医学の基礎理論の習得。生理病態理論、エキス方剤の使用法などを習得する。古典、中国語文献も

読むための医学漢文、中国語を修得する。(他科または内科系のローテーションを一部施行) 
 
２～３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院・東洋医学科 
研修期間 
2 年 
習得内容 
東洋医学理論の応用。各科目の東洋医学的病態理論と治療方法、生薬の効能、金匱要略、傷寒論の習得。

外来診療担当。（他科または内科系のローテーションを一部施行） 
 
４年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院・東洋医学科 
研修期間 



1 年 
習得内容 
外来担当し東洋医学の応用を学ぶ。積極的に学会に発表する。東洋医学的研究を行う。研修医や前期臨

床研修医の指導に当たる。東洋医学認定医または専門医の取得。 
 
５年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院・東洋医学科 
研修期間 
1 年 
習得内容 
基本的には 4 年目と同様であるが、より深い東洋医学理論と治療方法の実際を学ぶ。 
 
漢方専門医の取得 

 
週間予定 
      午前  午後 
月曜日   外来  カンファレンス・症例検討 
火曜日   外来 
水曜日   外来                    曜日ごとに各種専門外来がある 
木曜日   外来 
金曜日   外来 
土曜日   外来 
※ 外来前に適時、クルズスを行う。 
教育関連病院・施設 
指導責任者 三浦 於菟  日本東洋医学会指導医・専門医 
診療責任者 田中 耕一郎 日本東洋医学会専門医 
教育関連施設は、現在はないが東洋医学専門診療所での研修は可能である。 
 
コースの実績 
当科は平成１７年２月に始めて発足したものであり、学位を取得した者は現在１名である。だが、４名

の東洋医学専門医、２名の内科認定専門医、１名の小児科専門医がいる。教員は全員医学博士号取得済

である。 
 
コースの指導状況 
スタッフも中国留学経験者が 5 名おり、鍼灸治療部門も充実している。本格的な東洋医学の正しい習得

できる環境にある。また、小児科･内科･婦人科の専門医師もおり、当院の総合診療科との連携もあり、

西洋医学的にも指導を受けられる体制にある。 
 
学位・大学院と海外留学について 



大学院希望者は積極的に受け入れており、指導者からテーマをうけ、学位の取得に努めることになる。

本学薬学部生薬学教室との共同研究を行い、独自のラボも立ち上げつつ進めている。東洋医学の臨床能

力を向上しながらの研究が望ましい。 東洋医学の海外留学先としては、中華人民共和国・中華民国・

韓国などが上げられる。留学時期としては少なくとも 2 から 3 年研修終了後が望ましい。中華人民共和

国の東洋医学国費留学を希望する医師は実現できる状況にある。 
 
評価及び修了認定 
プログラム指導責任者とともに管理運営責任者を設け、常時、それぞれの医師の研修プログラムの進行

状況を把握し評価していく。またプログラムの内容や運営に問題が生じたときには、会議の上で修正変

更を行い、スタッフ会議で承認を得る。 東洋医学会専門医取得で一応修了とするが、あくまで通過点

と考えられたい。 
 
認定医・専門医の取得等 
 

学会等名 日本東洋医学会 

資格名 漢方専門医 

資格要件 

資格基準 
医籍登録後６年以上を経過し、３年以上継続して日本東洋医学会正会員である者。 
認定申請基準 
(1) 日本専門医認定制機構の定める基本領域に属する学会の認定医あるいは専門医

に認定された後、日本東洋医学会が定める研修施設において３年以上、東洋医学の臨

床に修練を積んだものであり、基本領域の研修期間を含め通算６年以上の研修期間を

経たもの。(2) 日本東洋医学会の学術教育事業に参加あるいは発表し、７単位を取得

したもの。(3) 有効な東洋医学的治療５０症例とその中の１０症例の臨床報告 

専門資格の概要 

当科は日本東洋医学会の研修施設に認定されており、専門医認定試験は当科の２～３年間の研修で充分

に合格できると思われる。だが他領域の認定医または専門医という基準が問題となる。この基準を満た

すために、他科での研修など配慮していく。 

 
 


